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寺を飾るのも片付けるのも大変です。

日
蓮
聖
人
ご
入
滅
七
三
二
遠
忌

お
会
式
十
一
月
二
十
二
日（
金
）

二
十
三
日（
祝
）
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編
集
後
記

初
夏
か
ら
秋
に
は
か
け
て
は
、

好
不
調
の
差
が
激
し
い
。
坊
主

か
大
物
か
。
子
供
の
釣
果
も
含

め
て
だ
が
、
タ
コ
1
・
5
㌔
、

ヒ
ラ
メ
60
㎝
２
枚
、
マ
ダ
イ
58

㎝
、
マ
ゴ
チ
50
㎝
、
タ
チ
ウ
オ

1
1
0
㎝
…
メ
ジ
ロ
に
至
っ
て

は
６
本
上
が
っ
た
。
「
天
然
」

「
と
れ
た
て
」
「
産
地
直
送
」

「
ピ
チ
ピ
チ
」
何
を
言
っ
て
も

偽
装
は
絶
対
あ
り
得
な
い
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　

【
智
孝
】

　

◇　
　

◇　
　

◇

　
お
寺
は
電
話
回
線
が
２
本
は
い

っ
て
い
ま
す
。
最
近
、
１
本
の

電
話
応
対
中
に
も
う
１
本
が
鳴

る
事
が
あ
り
ま
す
。

呼
び
出
し
音
を
鳴
ら
し
て
も
ナ

カ
ナ
カ
出
な
い
時
は
、
５
〜
10

分
後
に
か
け
直
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。 

電
話
応
対
中
か
ト
イ
レ
に
行
っ

て
ま
す
の
で
。
（
笑
）

　
　
　
　
　
　
　
　

【
陽
子
】

　

◇　
　

◇　
　

◇

　
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
数
日
、

あ
っ
と
い
う
間
の
一
年
で
し
た
。

今
年
の
目
標
は
「
痩
せ
て
や

る
」
で
し
た
が
残
念
で
す
、
太

り
ま
し
た
（
笑
）
こ
の
目
標
は

来
年
に
持
ち
越
し
ま
す
。
た
だ

近
年
同
じ
目
標
を
繰
り
返
し
て

い
る
気
が
…
（
汗
）

　
　

【
清
水
】

　

◇　
　

◇　
　

◇

　
早
い
も
の
で
テ
ナ
ン
ト
と
し
て

丸
２
年
。
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

以
前
の
事
務
所
は
３
階
で
階
段

し
か
な
く
、
入
り
口
が
バ
ス
停

の
前
だ
っ
た
の
で
非
常
に
不
便

で
し
た
。 

現
在
は
事
務
所
前
で
の
荷
物
の

入
搬
出
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ
た

事
や
営
業
車
も
隣
に
駐
車
出
来

る
好
条
件
。

室
内
の
高
い
天
井
の
雰
囲
気
も

全
員
が
お
気
に
入
り
。

あ
と
は
家
賃
の
値
上
げ
が
な
い

よ
う
に
、
チ
コ
ウ
ミ
ク
ス
の
安

泰
の
み
を
願
う
。

皆
様
、
来
年
も
よ
ろ
し
く
。

　
　
　
　
　
　
　

【
徳
リ
ン
】
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★
信
行
会 　

　　
　

●
1
月
13
日（
祝
）

　
　

10
時　

最
終
講
義　

特
別
講
師
・
小
原
蒼
渓
師
の
法
話

　
　

正
午
か
ら
修
了
式　

　
　
　
　
　
　
　

※
こ
の
日
は
、唱
題
の
つ
ど
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
★
護
持
会
奉
仕
日

　　
　

※
時
間
は
、い
ず
れ
も
9
時
半
〜
１４
時
頃
ま
で

　
　

 

出
欠
の
返
事
は
不
要
で
す
が
、昼
食
を
用
意
い
た
し
ま
す
の
で
、

　
　

 

当
日
10
時
を
過
ぎ
て
か
ら
の
ご
参
加
の
場
合
は
、前
も
っ
て

　
　

 

ご
一
報
下
さ
い
。 

　
　

●
12
月
14
日（
土
）　

●
1
月
23
日（
木
）　

　
　

●
2
月
13
日（
木
）　

●
3
月
13
日（
木
）

　
　

各
所
清
掃
活
動
・
改
修
打
合
わ
せ
他　

　
　
★
唱
題
の
つ
ど
い 

　　
　

※
時
間
は
い
ず
れ
も
9
時
半
〜
30
分
程
度
の
お
経
と
茶
話
会

　
　

釈
尊
成
道
会　
　

12
月
8
日（
日
）

　
　

宗
祖
開
祖
聖
日　

12
月
13
日（
金
）

　
　

宗
祖
開
祖
聖
日　

2
月
１3
日（
木
）

　
　

釈
尊
涅
槃
会　
　

2
月
１5
日（
土
）

　
　

宗
祖
降
誕
会　
　

2
月
１６
日（
日
）

　
　
★
運
営
会
議　
総
代
・
護
持
会
役
員
は
ご
出
席
下
さ
い
。

　　
　

※
時
間
は
い
ず
れ
も
14
時
〜
で
す
が
、
12
月
は
15
時
デ
ス
。

　
　

●
12
月
14
日（
土
）　

●
1
月
13
日（
祝
）　

　
　

●
2
月
8
日（
土
）　

●
3
月
2
日（
日
）

　
　
★
忘
年
会

　　
　

●
12
月
14
日（
土
）　

17
時
半
〜

　
　
　

場
所　

八
喜
為
さ
ん　

会
費
３
０
０
０
円（
飲
み
放
題
）

　
　
　

※
お
寺
の
近
く
新
開
地
の
居
酒
屋
さ
ん
デ
ス
。檀
家
さ
ん
が

　
　
　

経
営
し
て
い
る
明
る
く
楽
し
い
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
お
店
で
す
。

　
　
　

檀
家
さ
ん
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
　
　

締
め
切
り
は
１０
日
ま
で
。大
至
急
お
寺
ま
で
お
申
込
み
下
さ
い
。

　
★
寒
行
の
日
程

　
　

●
１
月
15
日（
水
） 

元
町
・
相
生
町
方
面

　
　

●
１
月
16
日（
木
） 

兵
庫
・
大
開
駅
方
面

　
　

●
１
月
１8
日（
土
） 

菊
水
・
荒
田
町
方
面

　
　

●
１
月
１9
日（
日
） 

春
日
野
・
三
宮
方
面

　
　

●
１
月
22
日（
水
） 

長
田
・
上
沢
通
方
面

　
　

●
１
月
24
日（
金
） 

西
代
・
吉
田
町
方
面

　
　

●
１
月
25
日（
土
） 

西
灘
・
六
甲
道
方
面

　
　

●
１
月
26
日（
日
） 

須
磨
寺
・
板
宿
方
面

　
　

●
１
月
28
日（
火
） 

垂
水
・
舞
子
台
方
面

　
　

●
１
月
29
日（
水
） 

芦
屋
市
・
深
江
方
面

予
告
記
事

参加者募
集

第三期工事  施工業者 　　株式会社アクトに決定！ 兵
庫
県
東
部
修
法
師
会
協
力

開
創
一三
〇
周
年
報
恩
事
業

鍬入れの儀  設計士舟橋画氏 建設予定地全面に張った界縄

伐採し奉る樫の木抜魂

御神酒をおしげもなく注いで土地を清めます

デリケートな私
今年は、銀行から大きな融資を寺の代表役員として受ける。
その責任として、私に万が一の事があっても良いように生
命保険に加入した。

また銀行契約を交わす前に、ここ10年元気で過ごせるか？の自己判断
材料として初めて人間ドックを受けた。健康チェックは平成18年の荒
行前に受けた健康診断以来で、ドックとはどう違うのかも興味があった。
元町駅前ビルのワンフロアーなのだが、ホテルの
ように綺麗。そして手際がよい。感心することし
きり。全ての検査項目があまり退屈しないで、あ
っという間の２時間で全て終了した。
唯一遅れたのは、採血で私が貧血を起こし倒れた
5分間だけなのであーる。

れんこ
ん

日　記

2013年6月29日（土）

臨終の事を習うて、後に他事を習うべし

昨夜は、草野球が雨で中止になったので本を読んでい
た。お医者さんが死や病院について書いたモノ。人間

ドックや健康診断は、還暦をすぎたら不要。高齢で痛みが無ければ
ガンは治療しない方が良い。孤独死は最高…自然に死を迎えるのが
一番苦しまない。延命治療や胃瘻を完全に否定するお話であった。
この一年間に師匠を含めて、身近な人が多く亡くなり、また見舞い
の為に大学病院やホスピス病棟にも訪れた。
人の死に様に立ち会い、そしてその人の生き
様を振り返った時、法華経の教えが光る事を
あらためて認識した。私自身も今年、久しぶ
りに人間ドックを受けたばかりなので「ウー
ム」と考えさせられる内容だった。

れんこ
ん

日　記
2013年10月25日（金）

　

本
年
４
月
８
日
に
先
代
住
職

妙
解
院
日
明
上
人（
新
間
智
照
）が
遷
化
致
し
ま
し
た

　

師
僧
は
常
々
喪
中
ハ
ガ
キ
と
い
う
の
は
「
喪
中
の
人
が
年
賀

状
を
出
せ
な
い
挨
拶
で
あ
っ
て　

こ
ち
ら
は
出
し
て
も
良
い
の

だ
」
と
言
っ
て
お
り
ま
し
た

　

当
山
は
先
代
の
意
図
を
く
ん
で
お
寺
と
し
て　

ま
た
私
個
人

と
し
て
も
平
成
二
十
六
年
の
年
賀
状
は
控
え
さ
せ
て
頂
く
事
に

し
ま
し
た　

　

し
か
し
な
が
ら
皆
様
方
か
ら
の
賀
状
や
年
頭
の
ご
挨
拶
は　

謹
ん
で
お
受
け
さ
せ
て
頂
き
ま
す

　

ま
た
新
年
祝
祷
会
も
下
記
の
と
お
り
行
い
ま
す
の
で　

遠
慮

な
く
ご
家
族
揃
っ
て
お
寺
の
ご
本
尊
へ
初
詣
に
お
参
り
下
さ
い

コレが…

結構
ウデ
が

疲れ
るん
だナ
ー

新
年
祝
祷
会

平
成
二
十
六
年

　
　
　
　
　
元
旦

喪
中
に
つ
き
年
始
の
ご
挨
拶
を

　
　

  

失
礼
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

一
月
一
日
は
年
中
安
泰
の

法
楽
加
持
（
御
祈
祷
）も

行
わ
れ
ま
す
の
で
、

ご
家
族
揃
っ
て
お
詣
り
下
さ
い
。

　

そ
し
て
第
３
期
工
事
は
、縁
あ
っ
て

ア
ク
ト
建
設
に
決
定
。
そ
の
時
点
で

地
鎮
祭
ま
で
あ
と
１
週
間
だ
っ
た
。

雨
降
っ
て
地
固
ま
る

　

地
鎮
祭
は
、
雨
で
も
強
行
す
る
事

は
決
め
て
い
た
。
案
の
定
、
予
報
は

崩
れ
る
模
様
。
テ
ン
ト
を
増
や
し
て

土
間
を
は
つ
る
の
は
最
小
限
に
と
ど

め
、
足
元
を
泥
沼
に
な
ら
な
い
よ
う

配
慮
し
た
。
ご
本
尊
や
祭
壇
も
テ
ン

ト
内
に
お
祀
り
し
、
天
符
も
中
に
張

っ
た
。
界
縄
の
幣
束
は
、
雨
の
止
み

間
に
急
い
で
吊
し
、
と
り
あ
え
ず
写

真
に
納
め
た
。
始
ま
る
頃
は
降
っ
て

い
た
雨
も
、
修
法
師
に
よ
る
力
強
い

読
経
が
始
ま
る
と
、
ピ
タ
リ
と
止
ん

で
四
方
清
め
も
傘
無
し
で
営
む
事
が

出
来
て
ヤ
レ
ヤ
レ
で
あ
る
。

　

私
の
計
画
で
は
、
夏
前
か
ら
工
事

に
か
か
る
予
定
だ
っ
た
が
、
諸
事
情

で
着
工
は
遅
れ
に
遅
れ
て
い
る
。

 Hurry
 up！！

落
慶
法
要
は
延
期
し
ま
す

　

前
号
の
寺
報
で
は
、
来
年
春
に
竣

工
落
慶
予
定
と
記
し
ま
し
た
が
、
残

念
な
が
ら
延
期
と
な
り
ま
す
。

　

落
慶
法
要
は
、
来
年
の
お
会
式
頃

を
メ
ド
と
し
て
全
て
予
定
を
組
み
直

し
ま
す
。
そ
れ
だ
け
皆
様
に
ご
寄
付

頂
け
る
期
間
が
延
び
た
と
、
前
向
き

に
捉
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

志
納
金
ま
だ
ま
だ
募
集
中
…

寄
付
と
い
う
ト
ク
を
積
む
と
、
仏
さ
ま

か
ら
の
功
徳
は
倍
返
し
デ
ス
。

　

何
卒
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

晴れ男の川原修法師会長のご指導により桜の苗木を埋めました

この冬は工事の為、仕方なく水行をお休み致します。

空閑護持会長の乾杯の儀、皆さん、飲む御神酒は吟醸デス（偽装表示なし）

今回厠の守護神、烏頭沙摩明王（ウスサマミョウオウ）の修法もしていただきました

沙門ソレガシ、奉持非力なるが故に、ここに兵庫東部修法師会の法力をかりて地鎮祝祷の典を修す

モ
ヤ
っ
と
か
ら
ス
ッ
キ
リ
へ

 

苦
し
い
選
択
だ
っ
た
。
11
月

4
日
の
運
営
会
議
で
工
事
業

者
を
よ
う
や
く
決
定
し
た
。

私
達
の
人
生
と
い
う
の
は
、
す

べ
て
選
択
の
連
続
で
あ
る
。
学

校
・
就
職
・
結
婚
…
今
日
の
夕

食
に
至
る
ま
で
。
将
来
に
後
悔

し
な
い
選
択
と
は
、
ど
う
す
る
べ

き
か
。
銀
行
の
時
も
そ
う
だ
っ
た

が
、
大
き
な
仕
事
に
な
れ
ば
な
る
ほ

ど
、
決
断
は
悩
む
。
し
か
し
競
争
相

手
が
い
な
い
と
、
や
は
り
ぬ
る
ま
湯

に
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
。
勝
負
さ
せ

て
い
る
時
は
良
い
の
だ
が
、
結
果
を

負
け
た
側
に
伝
え
る
こ
と
は
心
痛

む
。
自
分
が
か
な
り
悩
ん
だ
こ
と
。

そ
し
て
な
ぜ
負
け
た
の
か
。
私
は
第

１
期
２
期
と
工
事
を
請
け
負
っ
て
い

た
だ
い
た
そ
の
業
者
に
、
ダ
メ
出
し

を
自
分
の
言
葉
で
伝
え
た
。
私
が
感

じ
た
事
を
全
て
正
直
に
答
え
た
。

キ
ラ
リ
！

　
　
真
剣
ッ
！

必
殺
仕
事
人
？

智
孝
さ
ん
？ 

ホ
ン
マ
に

仕
方
な
く
〜
〜
ぅ
？

柳嶋秋の法縁講　於 岡山最上稲荷 妙教寺  （９月４日）

そう、時には住職も流血します

宗祖日蓮大聖人　小松原御法難750年　伝道センター団参　於 鏡忍寺  （10月19日）

御本尊は臨滅度時の大曼荼羅

出仕頂いた修法師は再行以上の精鋭ばかり
舟

橋
設計

士・りそな銀行 山地部長・アクト 橋詰社長 他　来賓の皆様

お寺の鮒っしー　提供：堀江さん

そ
の
場
で
当
た
る

お
年
玉
も
あ
る
よ
！

（
数
量
限
定
）

◎
午
前
五
時
半　

開
門

◎
午
前
六
時　
　

朝
勤

◎
午
前
七
時　
　

初
日
の
出

◎
午
前
十
一
時　

法
楽
加
持

◎
正
午　
　
　
　

法
楽
加
持

◎
午
後
一
時　
　

法
楽
加
持

◎
午
後
三
時　
　

法
楽
加
持

◎
午
後
三
時
半　

夕
勤

　

お
会
式
の
御
逮
夜
唱
題

行
は
、
写
真
の
よ
う
に
た

く
さ
ん
燈
明
を
飾
っ
て
祖

師
を
偲
び
ま
す
。
参
加
人
数
は
少
な

く
て
残
念
で
し
た
が
、提
灯
の
施
主
の

お
名
前
を
見
て
い
る
と
、
も
う
半
分

く
ら
い
の
方
が
亡
く
な
ら
れ
て
い
ま

す
。
少
な
く
て
も
こ
の
霊
位
の
方
々

に
は
お
参
り
頂
い
て
い
る
と
感
じ
な

が
ら
お
題
目
を
唱
え
た
の
で
し
た
。

　

特
別
法
話
は
「
隆
将
が
語
る
会
」

で
し
た
。
立
正
大
学
４
年
間
の
寮
生

活
の
実
態
を
余
す
と
こ
ろ
無
く
暴
露

し
、
聴
衆
の
心
を
惹
き
付
け
ま
し
た
。

人
は
自
分
の
言
葉
に
は
無
頓

着
、
他
人
を
知
ら
ず
に
傷
つ

け
る
、
で
も
人
に
言
わ
れ
た
こ

と
は
良
く
憶
え
て
い
る
…
。

自
分
が
発
し
た
言
葉
に
相
手

が
ど
う
反
応
す
る
か
見
極
め

な
が
ら
話
す
こ
と
が
大
切
。

け
げ
ん
な
顔
を
さ
れ
た
ら
素

早
く
謝
罪
し
相
手
の
心
の
波

を
押
さ
え
る
。
お
題
目
で
心
を
常
に

浄
化
す
る
、
と
い
う
お
話
が
印
象
的

で
し
た
。
ま
た
給
仕
第
一
と
い
う
事

も
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
さ
て
誰
に
給

仕
す
る
の
で
し
ょ
う
？
来
ら
れ
な
か

っ
た
皆
さ
ん
は
清
水
上
人
に
答
え
を

お
求
め
下
さ
い
。
正
解
の
方
は
日
蓮

検
定
へ
と
お
進
み
下
さ
い
。

　

上
人
は
ウ
チ
の
寺
へ
の
給
仕
を
ヨ

ロ
シ
ク
。
（
住
職
）

「幸いは
心より出

でて

　　　　
　　　我

を飾る」

１つひとつの燈明が祖師を偲びます 布教するから私達は教師なのです

一心に法華経を読誦します お題目を１時間もお唱えするのは年に一度だけ

幸いは心より出でてきます

人の喜びは皆んなの喜び、皆さんもお寺へ

夜のとばりが静かに下ります

も
し
か
し
て
だ
け
ど
〜

も
し
か
し
て
だ
け
ど
〜
♪

ナ
カ
ナ
カ
お
説
教

や
る
ん
じ
ゃ
〜
な
い
の
お
ぉ
〜
♪

誰
か
綿
帽
子
を

　
　
　
　
下
さ
い
！

お祖師さまの言葉を赤い紐を伝って清水教師が代弁します



しま
った
ぁ～！
！

前にナ
イトウ

、後ろ
にカノ

ウ、

オレ、デブ
に見える

やん！！

隆将を配置すべ
きだったぁ～！！

智
孝
サ
ン
は

　
　
ナ
ニ
を
残
す
？

by 陽子護書

第1回
2014年3月16日（日）開催
東京・京都・身延

2014年2月14日（金） 申込締切

日蓮検定

受験希望者はオデンワ下さい。

平成26（2014）年は当山開創130周年です Vol .８（２）立正安国・お題目結縁運動（３）Vol .８

工事中でもお寺で法事を営むことは可能と思いますが、時期によっては本堂も改修を行いますので、道場や納骨堂に変更願う事があります。また納骨堂１階のテナント結ホールで営む事も出来ます。

教
育
的
指
導

八
月
二
十
三
日（
金
）

秋
毎
地
蔵
盆

平
和
的
指
導

七
月
十
日（
水
）

祈
立
正
平
和

ウ
シ
の
日
な
の
に
ウ
ナ
ギ

七
月
二
十
二
日（
月
）

土
用
丑
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11
月
の
お

会
式
前
に
、

日
蓮
宗
の
代

議
士
を
選
ぶ

宗
会
議
員
選

挙
が
あ
り
ま

し
た
。
投
票

に
な
っ
た
の

は
兵
庫
県
選

挙
区
で
は
25

年
ぶ
り
で
す
。
こ
こ
近
年
は
候
補
者

が
１
名
の
た
め
に
選
挙
が
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
今
年
は
立
候
補
者
が
２

名
い
た
為
、
選
挙
と
な
り
ま
し
た
。

私
は
タ
マ
タ
マ
選
挙
の
書
記
と
い
う

役
を
引
き
受
け
て
い
た
た
め
に
、
大

変
な
事
に
な
り
ま
し
た
。

　

選
挙
名
簿
の
整
理
・
郵
便
投
票
の

段
取
り
や
ら
事
務
手
続
き
、
そ
し
て

開
票
の
細
か
い
取
り
決
め
ま
で
全
て

や
ら
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
宗
務

院
の
中
央
選
管
と
も
何
度
も
連
絡
を

密
に
取
り
合
い
、
不
備
の
無
い
よ
う

に
準
備
万
端
調
え
ま
し
た
。

　

そ
し
て
何
よ
り
交
通
の
利
便
性
か

ら
当
山
が
投
票
所
と
な
り
ま
し
た
の

で
、
不
在
者
投
票
の
２
日
間
と
当
日

投
票
の
丸
１
日
は
、
お
寺
に
缶
詰
め

状
態
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
そ
の
お
陰
で
、
こ
の
３
日

間
色
ん
な
お
上
人
方
に
当
山
を
訪
れ

て
頂
き
、
久
し
ぶ
り
に
お
顔
を
拝
見

す
る
方
も
あ
り
、
懐
か
し
く
ま
た
嬉

し
く
も
あ
り
ま
し
た
。
開
票
に
は
大

変
な
神
経
を
使
い
ま
し
た
が
…
。

　

結
果
、
皆
さ
ん
ご
存
じ
の
護
国
寺

御
山
主
・
川
口
久
雄
上
人
が
再
選
さ

れ
ま
し
た
。
心
よ
り
御
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。
も
う
選
挙
事
務
は
、
コ
リ

ゴ
リ
で
す
け
れ
ど
（
笑
笑
）

お
題
目
と
切
り
火
の
シ
ャ
ワ
ー

一
票
の
格
差
是
正

日蓮宗新聞の私のコラムを読んで頂いていますか？  法務ページというコーナーで３ヶ月に１回書かせていただいています。３月・６月・９月・12月の１日号の４面です。バックナンバーがある方は拡げて見て下さい。

台風一過で、秋。
皆様のところは、台風の被害はどうですか？
当山は、仮設のバリケードが壊れ、アルミ製のジャバラの扉が

門柱から引きちぎれてしまいました。また庫裡のカーポートの屋根が吹っ飛
び、道路に散乱。ご近所に大変迷惑を掛けてしまいました。でもその程度で、
済んで良かったと思いました。京都の嵐山も冠水したようで大変な状況です。
私は一度、埼玉の熊谷に住んでいた時に、友人の下宿が
床上浸水し、片付けを手伝った事が有ります。一度水に
浸かると細部までドロが侵入し、またふやけてしまうの
で、綺麗に拭いても使えないものばかりでした。被害に
遭われた方には、心よりお見舞い申し上げます。

れんこ
ん

日　記
2013年9月17日（火）

お地蔵さま盗難事件！

事件が起きた。このブログでも紹
介していた地蔵盆のお地蔵さんが

盗まれたのだ！！何故？　何の目的で？
古い仏像の盗難事件は、骨董的な価値を求めて。
あるいは仏像の拝観が趣味…というのもあるだろ
う。しかしこの度は、よだれかけをしたお地蔵さ
んである。地域の子供に愛されてきた石像である。
犯人よ！　早く元の祠にそっと返しなさい。
仏さまは、見てござる。貴方の発する言葉を。
貴方の行動を。そして貴方の心の中までも。

れんこ
ん

日　記
2013年10月12日（土）

事件、急展開！

お地蔵さん、長田警察署が確保！
との情報が入った。社員の方が確

認したところ傷ひとつない状態で保護されていて
「ウチのに間違いない」との事。
事件の真相が解明するまでは、連
れて帰れないようだが、ひとまず
安心した。別のお地蔵さんもおら
れたようなので、地蔵フェチが犯
人か？  
んー、よく判らないが、とにかく
良かった。良かった。

れんこ
ん

日　記
2013年10月16日（水）

い
つ
の
時
代
も
戦
争
戦
争
…

お寺も鰻上
りに

テッペンを
目指します

！

み
ん
な
平
和
に
つ
い
て

も
っ
と
真
剣
に
考
え
よ
う
！

皆
さ
ん
は
、何
に
対
し
て

お
経
を
上
げ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
？

ご
両
親
や
ご
先
祖
さ
ん
は
、

皆
さ
ん
に
何
を
残
さ
れ
た
で
し
ょ
う
か
？

地蔵フ
ェチ？？

地蔵フ
ェチ？？

？？？？
？？

　

新
長
田
で
恒
例
の
地
蔵
盆
を
行
な

い
ま
し
た
。
私
一
人
で
は
大
変
な
の

で
清
水
上
人
を
同
伴
し
安
達
瑞
功
上

人
と
三
人
で
勤
め
ま
し
た
。
お
菓
子

の
配
布
30
分
前
か
ら
読
経
を
始
め
ま

す
。
お
地
蔵
さ
ん
に
向
か
い
な
が
ら

も
、
後
ろ
が
賑
わ
い
だ
し
た
気
配
が

判
り
ま
す
。
木
柾
を
カ
ン
カ
ン
敲
い

て
い
る
と
そ
れ
が
呼
び
水
に
な
っ
て
、

大
勢
の
子
供
が
寄
っ
て
く
る
の
で
す
。

ご
祈
祷
す
る
た
め
に
後
ろ
を
振
り
返

っ
た
時
に
は
、
長
蛇
の
列
で
し
た
。

　

お
菓
子
を
配
り
始
め
て
か
ら
も
、

い
の
ち
を
え
ら
び
と
る

　

今
年
も
ま
た
、
兵
庫
区
役
所
か
ら

須
磨
浦
公
園
ま
で
国
民
平
和
行
進
を

歩
い
た
。
以
前
に
比
べ
る
と
私
以
外

の
宗
教
者
は
、
誰
も
い
な
い
。
ど
こ

の
宗
旨
に
も
限
っ
た
こ
と
で
は
無
い

と
思
う
。
他
の
僧
侶
は
一
体
何
を
し

て
い
る
の
か
？
宗
教
の
究
極
の
目
的

は
、
み
ん
な
が
幸
せ
に
な
る
＝
つ
ま

り
平
和
で
あ
る
と
思
う
の
だ
が
違
う

の
か
？
全
て
の
人
々
の
人
権
を
尊
重

す
る
＝
そ
れ
は
殺
し
合
い
を
し
な
い

　

当
山
で
は
、
毎
年
土
用
丑
の
日
に
、
ホ
ー

ロ
ク
加
持
の
ご
祈
祷
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
年
々
参
加
者
が
少
な
く
な
り
伝
統
行
事

の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。
「
ど
う
し

た
ら
、
参
拝
者
が
増
え
る
か
な
〜
」
と
女
房

と
話
し
し
な
が
ら
、
夕
方
ラ
イ
フ
で
買
い
物

を
し
て
い
ま
し
た
。
す
る
と
ウ
ナ
ギ
売
り
場

が
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
ウ
ナ
ギ
は
稚
魚
が
捕

れ
ず
に
高
値
が
続
い
て
い
る
と
い
う
事
で
す

が
、
「
年
に
一
回
ぐ
ら
い
は
贅
沢
し
て
も
え

え
や
ん
」
と
、
テ
レ
ビ
の
お
ば
ち
ゃ
ん
も
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
え
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
を
ヒ
ン
ト
に
、
今
年
は
ホ
ー
ロ
ク
と

極
上
ウ
ナ
ギ
弁
当
の
昼
食
を
セ
ッ
ト
に
し
て

み
ま
し
た
。
最
終
的
に
、
ウ
ナ
ギ
に
釣
ら
れ

て
？
例
年
よ
り
新
し
い
方
が
何
人
か
ご
祈
祷

を
申
し
込
ま
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
祈
祷
の
感

想
よ
り
も
ウ
ナ
ギ
の
味
で
盛
り
上
が
っ
た
私

達
な
の
で
し
た
。
御
協
力
い
た
だ
い
た
の
は
、

お
寺
の
近
所
の
老
舗
「
か
も
じ
ま
」
。

　

天
然
の
ウ
ナ
ギ
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
お
店
で
、

豊
橋
ウ
ナ
ギ
を
賞
味
致
し
ま
し
た
。

　

今
話
題
の
偽
装
問
題
な
ど
、
吹
き
飛
ば
す

頑
固
親
父
の
お
店
で
す
。

　

来
年
は
、
皆
さ
ん
も
ど
う
で
す
か
？

土
用
丑
倍
増
計
画

　

ご
先
祖
？
さ
ん
と
思
っ
て
い
る
方
は
、
間
違
い

で
す
。
答
え
は
ご
本
尊
。
じ
ゃ
ぁ
？
こ
の
本
尊
と

呼
ば
れ
る
お
曼
荼
羅
や
仏
像
と
は
何
じ
ゃ
ら
ホ
イ
？

　

仏
さ
ま
の
説
か
れ
た
真
理
、
宇
宙
ま
で
含
め
た

こ
の
世
の
現
象
世
界
で
す
。
ま
ぁ
ち
ょ
っ
と
難
し
い

の
で
、
お
釈
迦
様
が
説
か
れ
た
法
華
経
の
世
界
を
文
字

に
表
し
た
り
、
立
体
化
し
た
ら
こ
ん
な
に
な
っ
た
…

と
い
う
事
。
し
か
し
そ
れ
を
見
て
る
だ
け
で
は
、
タ

ダ
の
絵
画
や
置
物
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

仏
さ
ま
の
姿
を
表
す
の
に
は
、
三
十
二
相
と
い

う
形
が
あ
り
ま
す
。
頭
の
毛
が
螺
髪
と
い
っ
て
ボ

コ
ボ
コ
に
な
っ
て
た
り
、
白
豪
相
と
い
っ
て
眉
間

に
渦
が
あ
っ
た
り
、
広
長
舌
と
い
っ
て
舌
が
蛇
の

よ
う
に
長
い
等
…
そ
れ
を
形
に
し
た
の
が
仏
像
で

す
。
た
だ
し
１
つ
だ
け
欠
け
て
い
る
ん
で
す
ね
。

何
だ
と
思
い
ま
す
？　

そ
れ
は
梵
音
声
と
言
い
ま

す
。
そ
う
声
で
す
。
お
経
と
い
う
の
は
、
お
釈
迦

様
の
説
か
れ
た
説
法
で
す
。
そ
し
て
そ
の
中
に
画

か
れ
て
い
る
世
界
を
顕
し
た
も
の
が
こ
の
ご
本
尊
。

そ
の
ご
本
尊
に
向
か
っ
て
皆
さ
ん
と
一
緒
に
法
華

経
を
唱
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
お
釈
迦
様
の
説
法

を
自
分
で
唱
え
て
、
自
分
で
聞
い
て
い
る
の
で
す
。

　

つ
ま
り
２
５
０
０
年
前
の
お
釈
迦
様
が
お
話
し

て
い
た
仏
ワ
ー
ル
ド
の
空
間
を
、
今
皆
さ
ん
と
こ

こ
に
再
現
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。
私
達
が
唱
え
て

い
る
こ
の
法
華
経
は
、「
無
上
甚
深
微
妙
の
法
…
」

と
言
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
お
経
は
、

「
百
千
萬
劫
」
と
い
う
長
い
期
間
を
も
っ

て
も
、
ナ
カ
ナ
カ
出
会
う
事
が
難
し
い
、

す
な
わ
ち
「
遇
い
奉
る
こ
と
難
し
」
デ
ス
。

し
か
し
「
我
今
見
聞
し
受
持
す
る
事
を
得
」

て
る
ん
で
す
ね
ぇ
〜
。
無
量
の
功
徳
が
こ

の
法
華
経
に
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

信
じ
る
人
も
、
ホ
ン
マ
か
い
な
？
と
疑

う
人
も
、
共
に
佛
道
を
成
じ
ま
し
ょ
う
。

　

ち
ょ
う
ど
私
は
、
春
か
ら
こ
の
夏
に
か
け
て
、
師
僧
が

残
し
た
も
の
の
整
理
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な

書
籍
や
書
類
、
手
紙
や
原
稿
の
下
書
き
等
が
あ
り
ま
し
た
。

お
寺
と
し
て
残
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
、
形
見
と
し

て
取
っ
て
お
く
も
の
、
処
分
し
て
捨
て
て
し
ま
っ
て
も

良
い
も
の
、
写
真
な
ど
は
、
パ
ッ
と
判
断
で
き
ず
に
迷

う
も
の
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
遺
産
は
、
あ
ま
り
残
さ
れ
な
い
方
が
良
い
と
思
う

の
で
す
。
子
供
の
為
に
と
思
っ
て
残
し
て
も
ト
ラ
ブ
ル
の

元
に
な
り
や
す
い
で
す
か
ら
、
そ
の
場
合
は
遺
言
書
を
書

く
等
そ
れ
な
り
の
準
備
が
必
要
で
す
。

遺
産
が
少
し
残
り
そ
う
だ
な
…
と
思
っ
た
ら
仏
さ
ま
に
お

供
え
す
る
か
、
寺
債
と
し
て
預
け
て
お
く
の
が
一
番
理
想

と
私
は
考
え
ま
す
よ
。（
笑
）

　

私
達
一
人
ひ
と
り
の
人
間
が
、
次
の
世
代
に
残
す
大
切

な
モ
ノ
は
、
そ
の
人
の
生
き
方
な
ん
で
す
。
師
僧
で
言
え

ば
、
平
和
に
対
す
る
情
熱
や
寺
報
の
よ
う
な
文
書
布
教
の

大
切
さ
と
い
っ
た
所
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
僧
侶
と
し
て
の

資
質
や
姿
勢
・
修
行
の
あ
り
方
と
い
う
点
で
も
他
の
お
坊

さ
ん
に
は
、
追
随
を
見
せ
な
い
リ
ン
と
し
た
も
の
を
師
僧

は
持
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
私
は
そ
の
影
響
を
過
分
に
頂

い
て
お
り
ま
す
。

　

人
間
は
皆
で
支
え
合
っ
て
生
き
て
い
ま
す
。
周
り
か
ら

の
影
響
や
刺
激
を
受
け
て
生
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
同
じ

分
だ
け
、
皆
さ
ん
一
人
一
人
も
周
り
に
影
響
を
与
え
続
け

て
生
き
て
い
ま
す
。
特
に
、
自
分
の
親
・
兄
弟
・
子
供
そ

し
て
夫
婦
な
ど
の
家
族
は
、
一
緒
に
居
る
時
間
が
長
い
分

そ
の
影
響
力
は
、
か
な
り
の
も
の
が
あ
り

ま
す
。
「
子
は
親
の
鏡
」
等
と
言
い
ま
す

が
、
飼
っ
て
い
る
ペ
ッ
ト
で
も
そ
の
家
の

家
族
に
似
て
き
た
り
す
る
も
の
で
す
。

　

中
野
孝
次
さ
ん
と
い
う
方
の
『
何
を
遺

せ
ま
す
か
？
』
と
い
う
本
に
は
、
「
イ
ロ
イ

ロ
と
人
が
死
後
に
遺
せ
そ
う
な
も
の
に
つ
い

て
検
討
し
て
み
た
が
、
結
局
も
っ
と
も
確
な

後
世
に
残
せ
る
物
は
、
そ
の
人
の
人
間
性
で

あ
る
」
と
締
め
く
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
相
続

で
財
産
を
残
し
て
も　

目
に
見
え
る
物
、
お

金
や
土
地
・
家
や
宝
石
な
ど　

い
ず
れ
も
消

滅
し
て
し
ま
う
物
で
す
。

　

皆
さ
ん
は
ご
両
親
や
ご
先
祖
さ
ん
か
ら
何

を
残
し
て
も
ら
い
ま
し
た
か
？
そ
し
て
自
分

は
何
を
残
そ
う
と
思
い
ま
す
か
？

　

仏
さ
ま
は
、
法
華
経
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

日
蓮
聖
人
は
、
お
題
目
を
残
さ
れ
た
の
で
す
。

香̶華・供̶養̶佛～初盆の方は特別施餓鬼です
納骨堂に奉納された白木位牌 それぞれの想いを込めて灑水します 頭に被っているエンビは師匠の遺品です せがき当日はサルスベリの花が咲きました

この枝豆、丹波産？ ちゃうちゃう冷凍モン 塔婆に書かれた功徳は風に乗って…

皆さんもお寺をチッとだけお手伝いして、この楽しい輪に入っていただけませんか？

仏様の世界に優しく包まれている至福の空間

おちゃめな吉井さん
師僧、宮本サンも初盆です

妻子・姉妹・親を残して若い彼は逝きました

ダンナ! おひとつドーゾ アツアツでっせ塔婆繰りも布施の行
まま一杯。いや～飛弾さんこそ、ままドウゾ。

今日の懇親会のアテはうまいな～
お寺の  お・も・て・な・し  オモテナシ。 巨人と小人?! そうや、このポジションや。

宝塔と塔婆の周囲を回る行道

ミニ法話に耳を傾ける皆さんも聞法の行

餓鬼に供養するだけでなく、シャバの子供達にも供養

南無妙法蓮華経… お釈迦様の声を再現するのは皆さんです お寺の中央の塔婆を書き換えました

笑神様が
降りてきてるヮ～
ワハハハ……

沢山のお参りに
じぇじぇじぇ～

ベッピンさん
から もろた氷は
うまいナ～

何か今回
飲んでる写真が
多いなぁ～

と
言
う
こ
と
で
は
な
い
の
か
？

　

亡
き
師
匠
か
ら
、
平
和
教
育
だ
け

は
、
た
た
き
込
ま
れ
た
。
私
は
有
り

難
い
こ
と
だ
と
、
心
の
底
か
ら
思
っ

て
い
る
。
そ
れ
は
、
祖
師
の
願
い
と

確
信
す
る
か
ら
だ
。

　

そ
れ
な
の
に
我
が
宗
務
院
で
行
わ

れ
た
七
月
二
日
の
憲
法
学
習
会
の
参

加
状
況
も
「
な
ん
じ
ゃ
こ
り
ゃ
〜
」

と
い
う
松
田
優
作
的
な
結
果
。

　

さ
て
私
の
こ
の
文
章
に
、
い
く
つ

「
拍
手
」
が
入
る
か
楽
し
み
で
あ
ー

る
。
と
、
ブ
ロ
グ
に
書
い

た
ら
過
去
最
高
の
11
拍
手
。

子
供
達
に
は
キ
チ
ン
と
線
香
を
手
向

け
、
合
掌
を
さ
せ
て
お
参
り
さ
せ
る

教
育
的
指
導
。
唱
え
さ
せ
る
ま
で
に

は
至
り
ま
せ
ん
が
、
子
供
の
身
体
に

は
お
題
目
が
染
み
こ
ん
だ
は
ず
で
す
。

一
瞬
だ
け
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
子

供
の
頃
の
こ
う
い
っ
た
経
験
は
、
貴

重
だ
と
思
い
ま
す
。

　

切
り
火
を
怖
が
り
な
が
ら
も
珍
し

そ
う
に
、
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

皆んな賢く
なるなっしー！

お題目に誘われて人々が集まる結縁運動の見本 色んな意味で一番人気のお地蔵さんデス。 今年は師僧の分まで太鼓を打ちました。8月5日ヒロシマ於

一挙両得・一石二鳥
あぁ!!  住職の手の先にあるのは…アウト！

仕事を抜け出してもお参りへ

火災報知器の電源は一時オフにします。火の用心。

自らアツーイお灸を据えられた方々

早くウナギを
食べたいナ～

炭火で焼いた

ヤツは違うなぁ～

第25回 蓮の実道場
7/24～26 於：立正寺  兵庫日青会

お経
あり

焼板
あり

写経
あり

プー
ルあ
り

収　　　入（円） 支　　　出（円）

建設志納金会計6～10月寺債金会計6～10月
2013年6月1日～10月31日 2013年6月1日～10月31日

志　納　金
　志納金寄付
　本会計より
信行志納金

永代納骨塔冥加金
自家壇冥加金
受取利息
銀行融資

収入小計
6月から繰越金

合　　計

寿量Ｃ
題目Ｃ

2,783,845　
（2,283,845）
（500,000）
19,000　
2,000　
0　

1,666　
10,000,000　

12,806,511　
17,722,185　
30,528,696　

借入金返済
振込手数料
支払利息
顕彰位牌（３基）
設計士中間支払
登記簿謄本料
融資証明手数料
収入印紙（融資領収書用）
銀行融資手続印紙
融資契約手数料
日蓮宗承認料

支出小計
11月への繰越金

合　　計

0 
1,560 
48,896 
75,430 

2,000,000 
2,100 
1,050 
1,000 
64,200 

1,103,219 
5,000 

3,302,455 
27,226,241 
30,528,696 

ご
宝
前
御
供
え

６
月

兵
庫
東
部
修
法
師
会

　
　
　
　
　
　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

７
月

兵
庫
東
部
布
教
師
会

　
　
　
　
　
　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

い
き
い
き
マ
ジ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

日
本
山
妙
法
寺　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

大
松　

純
子　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

三
木　

紀
枝　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

三
木　

弘
貴　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

公
営
社　
　
　
　

三
〇
、
〇
〇
〇
円

８
月

杉
山　

雅
威　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

森　
　

雪
子　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

片
山
ハ
ル
エ　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

９
月

福
山　

賢
修　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

片
山
ハ
ル
エ　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

藤
本
登
美
子　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

秋
山　
　

栄　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

10
月

兵
庫
東
部
布
教
師
会

　
　
　
　
　
　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

木
内　

桓
道　
　

二
〇
、
〇
〇
〇
円

収　　　入（円）
志納金より
寺債金
受取利息

収入小計
6月から繰越金

合　　計

0
2,800,000
2,420

2,802,420
22,700,778
25,503,198

支　　　出（円）
志納金へ
返還金

支出小計
11月への繰越金

合　　計

0
600,000
600,000

24,903,198
25,503,198

満
座
供
養
者
名

お
せ
が
き
（
八
月
）

枝
澤　
　

實　

・　

田
和　

章
子

寺
内　

京
子　

・　

松
枝　

孝
一

新
間　

智
孝

お
せ
が
き
（
九
月
）

青
木　

久
子　

・　

秋
山　
　

榮

臼
井　

艶
子　

・　

後
藤　

秀
幸

谷
口　
　

清　

・　

道
向　

弘
子

　
　
　
　
　
　
　
　

小
嶋　

久
代

信
行
志
納
金

二
〇
一
三
年
度
（
六
〜
十
月
）

青
木　

久
子　
　
　

一
、
〇
〇
〇
円

新
間　

智
照　
　

一
九
、
〇
〇
〇
円

田
邊　

良
三　
　
　

一
、
〇
〇
〇
円

合
計　
　
　
　
　

二
一
、
〇
〇
〇
円

題
目
カ
ー
ド　
　

 　
一
、
三
九
八
枚

寿
量
品
カ
ー
ド　
　

一
、
二
八
二
枚

陀
羅
尼
カ
ー
ド　
　
　
　

一
七
八
枚

建
設
志
納
者

二
〇
一
三
年
度
（
六
〜
十
月
）

枝
澤　
　

實　
　

五
〇
、
〇
〇
〇
円

遠
藤　

順
丈　

一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

大
川　

浩
一　

三
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

大
野
篤
一
郎　
　

五
〇
、
〇
〇
〇
円

小
脇　

英
生　

一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

佐
藤　

佳
子　
　

二
五
、
〇
〇
〇
円

新
間　

智
孝　

一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

助
川　

恭
子　
　

一
五
、
〇
〇
〇
円

砂
子　

敏
子　

一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

高
瀬　

守
雄　

三
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

田
中
芙
美
子　
　

五
〇
、
〇
〇
〇
円

田
中　

良
枝　

三
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

田
邊　

良
三　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

長
岡　

恭
弘　

二
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

中
河
加
代
子　

三
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

中
山　

菊
江　
　
　

五
、
〇
〇
〇
円

馬
場　

壯
夫　
　
　

三
、
〇
〇
〇
円

藤
本
マ
サ
コ　

一
三
五
、
八
四
五
円

諸
井　

美
恵　

一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

安
福　

敏
治　
　

四
〇
、
〇
〇
〇
円

本
会
計
よ
り　

五
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

合
計　
　

二
、
七
八
三
、
八
四
五
円

寺債申込者数及び金額
 …………………  199名 103,200,000円　
満期返還及び志納金への振替等
 …………………   92名　43,400,000円　
寺債金残高……  107名　59,800,000円

現金  ………………………… 0円
普通預金  ………… 27,226,241円
郵便振込金  ………………… 0円
合計 …………………27,226,241円

翌月繰越金内訳

皆
さ
ん
も
来
て
ネ
。

小
３
〜
中
３
ま
で

だ
け
ど
…
。

（



しま
った
ぁ～！
！

前にナ
イトウ

、後ろ
にカノ

ウ、

オレ、デブ
に見える

やん！！

隆将を配置すべ
きだったぁ～！！

智
孝
サ
ン
は

　
　
ナ
ニ
を
残
す
？

by 陽子護書

第1回
2014年3月16日（日）開催
東京・京都・身延

2014年2月14日（金） 申込締切

日蓮検定

受験希望者はオデンワ下さい。

平成26（2014）年は当山開創130周年です Vol .８（２）立正安国・お題目結縁運動（３）Vol .８

工事中でもお寺で法事を営むことは可能と思いますが、時期によっては本堂も改修を行いますので、道場や納骨堂に変更願う事があります。また納骨堂１階のテナント結ホールで営む事も出来ます。

教
育
的
指
導

八
月
二
十
三
日（
金
）

秋
毎
地
蔵
盆

平
和
的
指
導

七
月
十
日（
水
）

祈
立
正
平
和

ウ
シ
の
日
な
の
に
ウ
ナ
ギ

七
月
二
十
二
日（
月
）

土
用
丑

VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

　

11
月
の
お

会
式
前
に
、

日
蓮
宗
の
代

議
士
を
選
ぶ

宗
会
議
員
選

挙
が
あ
り
ま

し
た
。
投
票

に
な
っ
た
の

は
兵
庫
県
選

挙
区
で
は
25

年
ぶ
り
で
す
。
こ
こ
近
年
は
候
補
者

が
１
名
の
た
め
に
選
挙
が
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
今
年
は
立
候
補
者
が
２

名
い
た
為
、
選
挙
と
な
り
ま
し
た
。

私
は
タ
マ
タ
マ
選
挙
の
書
記
と
い
う

役
を
引
き
受
け
て
い
た
た
め
に
、
大

変
な
事
に
な
り
ま
し
た
。

　

選
挙
名
簿
の
整
理
・
郵
便
投
票
の

段
取
り
や
ら
事
務
手
続
き
、
そ
し
て

開
票
の
細
か
い
取
り
決
め
ま
で
全
て

や
ら
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
宗
務

院
の
中
央
選
管
と
も
何
度
も
連
絡
を

密
に
取
り
合
い
、
不
備
の
無
い
よ
う

に
準
備
万
端
調
え
ま
し
た
。

　

そ
し
て
何
よ
り
交
通
の
利
便
性
か

ら
当
山
が
投
票
所
と
な
り
ま
し
た
の

で
、
不
在
者
投
票
の
２
日
間
と
当
日

投
票
の
丸
１
日
は
、
お
寺
に
缶
詰
め

状
態
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
そ
の
お
陰
で
、
こ
の
３
日

間
色
ん
な
お
上
人
方
に
当
山
を
訪
れ

て
頂
き
、
久
し
ぶ
り
に
お
顔
を
拝
見

す
る
方
も
あ
り
、
懐
か
し
く
ま
た
嬉

し
く
も
あ
り
ま
し
た
。
開
票
に
は
大

変
な
神
経
を
使
い
ま
し
た
が
…
。

　

結
果
、
皆
さ
ん
ご
存
じ
の
護
国
寺

御
山
主
・
川
口
久
雄
上
人
が
再
選
さ

れ
ま
し
た
。
心
よ
り
御
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。
も
う
選
挙
事
務
は
、
コ
リ

ゴ
リ
で
す
け
れ
ど
（
笑
笑
）

お
題
目
と
切
り
火
の
シ
ャ
ワ
ー

一
票
の
格
差
是
正

日蓮宗新聞の私のコラムを読んで頂いていますか？  法務ページというコーナーで３ヶ月に１回書かせていただいています。３月・６月・９月・12月の１日号の４面です。バックナンバーがある方は拡げて見て下さい。

台風一過で、秋。
皆様のところは、台風の被害はどうですか？
当山は、仮設のバリケードが壊れ、アルミ製のジャバラの扉が

門柱から引きちぎれてしまいました。また庫裡のカーポートの屋根が吹っ飛
び、道路に散乱。ご近所に大変迷惑を掛けてしまいました。でもその程度で、
済んで良かったと思いました。京都の嵐山も冠水したようで大変な状況です。
私は一度、埼玉の熊谷に住んでいた時に、友人の下宿が
床上浸水し、片付けを手伝った事が有ります。一度水に
浸かると細部までドロが侵入し、またふやけてしまうの
で、綺麗に拭いても使えないものばかりでした。被害に
遭われた方には、心よりお見舞い申し上げます。

れんこ
ん

日　記
2013年9月17日（火）

お地蔵さま盗難事件！

事件が起きた。このブログでも紹
介していた地蔵盆のお地蔵さんが

盗まれたのだ！！何故？　何の目的で？
古い仏像の盗難事件は、骨董的な価値を求めて。
あるいは仏像の拝観が趣味…というのもあるだろ
う。しかしこの度は、よだれかけをしたお地蔵さ
んである。地域の子供に愛されてきた石像である。
犯人よ！　早く元の祠にそっと返しなさい。
仏さまは、見てござる。貴方の発する言葉を。
貴方の行動を。そして貴方の心の中までも。

れんこ
ん

日　記
2013年10月12日（土）

事件、急展開！

お地蔵さん、長田警察署が確保！
との情報が入った。社員の方が確

認したところ傷ひとつない状態で保護されていて
「ウチのに間違いない」との事。
事件の真相が解明するまでは、連
れて帰れないようだが、ひとまず
安心した。別のお地蔵さんもおら
れたようなので、地蔵フェチが犯
人か？  
んー、よく判らないが、とにかく
良かった。良かった。

れんこ
ん

日　記
2013年10月16日（水）

い
つ
の
時
代
も
戦
争
戦
争
…

お寺も鰻上
りに

テッペンを
目指します

！

み
ん
な
平
和
に
つ
い
て

も
っ
と
真
剣
に
考
え
よ
う
！

皆
さ
ん
は
、何
に
対
し
て

お
経
を
上
げ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
？

ご
両
親
や
ご
先
祖
さ
ん
は
、

皆
さ
ん
に
何
を
残
さ
れ
た
で
し
ょ
う
か
？

地蔵フ
ェチ？？

地蔵フ
ェチ？？

？？？？
？？

　

新
長
田
で
恒
例
の
地
蔵
盆
を
行
な

い
ま
し
た
。
私
一
人
で
は
大
変
な
の

で
清
水
上
人
を
同
伴
し
安
達
瑞
功
上

人
と
三
人
で
勤
め
ま
し
た
。
お
菓
子

の
配
布
30
分
前
か
ら
読
経
を
始
め
ま

す
。
お
地
蔵
さ
ん
に
向
か
い
な
が
ら

も
、
後
ろ
が
賑
わ
い
だ
し
た
気
配
が

判
り
ま
す
。
木
柾
を
カ
ン
カ
ン
敲
い

て
い
る
と
そ
れ
が
呼
び
水
に
な
っ
て
、

大
勢
の
子
供
が
寄
っ
て
く
る
の
で
す
。

ご
祈
祷
す
る
た
め
に
後
ろ
を
振
り
返

っ
た
時
に
は
、
長
蛇
の
列
で
し
た
。

　

お
菓
子
を
配
り
始
め
て
か
ら
も
、

い
の
ち
を
え
ら
び
と
る

　

今
年
も
ま
た
、
兵
庫
区
役
所
か
ら

須
磨
浦
公
園
ま
で
国
民
平
和
行
進
を

歩
い
た
。
以
前
に
比
べ
る
と
私
以
外

の
宗
教
者
は
、
誰
も
い
な
い
。
ど
こ

の
宗
旨
に
も
限
っ
た
こ
と
で
は
無
い

と
思
う
。
他
の
僧
侶
は
一
体
何
を
し

て
い
る
の
か
？
宗
教
の
究
極
の
目
的

は
、
み
ん
な
が
幸
せ
に
な
る
＝
つ
ま

り
平
和
で
あ
る
と
思
う
の
だ
が
違
う

の
か
？
全
て
の
人
々
の
人
権
を
尊
重

す
る
＝
そ
れ
は
殺
し
合
い
を
し
な
い

　

当
山
で
は
、
毎
年
土
用
丑
の
日
に
、
ホ
ー

ロ
ク
加
持
の
ご
祈
祷
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
年
々
参
加
者
が
少
な
く
な
り
伝
統
行
事

の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。
「
ど
う
し

た
ら
、
参
拝
者
が
増
え
る
か
な
〜
」
と
女
房

と
話
し
し
な
が
ら
、
夕
方
ラ
イ
フ
で
買
い
物

を
し
て
い
ま
し
た
。
す
る
と
ウ
ナ
ギ
売
り
場

が
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
ウ
ナ
ギ
は
稚
魚
が
捕

れ
ず
に
高
値
が
続
い
て
い
る
と
い
う
事
で
す

が
、
「
年
に
一
回
ぐ
ら
い
は
贅
沢
し
て
も
え

え
や
ん
」
と
、
テ
レ
ビ
の
お
ば
ち
ゃ
ん
も
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
え
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
を
ヒ
ン
ト
に
、
今
年
は
ホ
ー
ロ
ク
と

極
上
ウ
ナ
ギ
弁
当
の
昼
食
を
セ
ッ
ト
に
し
て

み
ま
し
た
。
最
終
的
に
、
ウ
ナ
ギ
に
釣
ら
れ

て
？
例
年
よ
り
新
し
い
方
が
何
人
か
ご
祈
祷

を
申
し
込
ま
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
祈
祷
の
感

想
よ
り
も
ウ
ナ
ギ
の
味
で
盛
り
上
が
っ
た
私

達
な
の
で
し
た
。
御
協
力
い
た
だ
い
た
の
は
、

お
寺
の
近
所
の
老
舗
「
か
も
じ
ま
」
。

　

天
然
の
ウ
ナ
ギ
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
お
店
で
、

豊
橋
ウ
ナ
ギ
を
賞
味
致
し
ま
し
た
。

　

今
話
題
の
偽
装
問
題
な
ど
、
吹
き
飛
ば
す

頑
固
親
父
の
お
店
で
す
。

　

来
年
は
、
皆
さ
ん
も
ど
う
で
す
か
？

土
用
丑
倍
増
計
画

　

ご
先
祖
？
さ
ん
と
思
っ
て
い
る
方
は
、
間
違
い

で
す
。
答
え
は
ご
本
尊
。
じ
ゃ
ぁ
？
こ
の
本
尊
と

呼
ば
れ
る
お
曼
荼
羅
や
仏
像
と
は
何
じ
ゃ
ら
ホ
イ
？

　

仏
さ
ま
の
説
か
れ
た
真
理
、
宇
宙
ま
で
含
め
た

こ
の
世
の
現
象
世
界
で
す
。
ま
ぁ
ち
ょ
っ
と
難
し
い

の
で
、
お
釈
迦
様
が
説
か
れ
た
法
華
経
の
世
界
を
文
字

に
表
し
た
り
、
立
体
化
し
た
ら
こ
ん
な
に
な
っ
た
…

と
い
う
事
。
し
か
し
そ
れ
を
見
て
る
だ
け
で
は
、
タ

ダ
の
絵
画
や
置
物
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

仏
さ
ま
の
姿
を
表
す
の
に
は
、
三
十
二
相
と
い

う
形
が
あ
り
ま
す
。
頭
の
毛
が
螺
髪
と
い
っ
て
ボ

コ
ボ
コ
に
な
っ
て
た
り
、
白
豪
相
と
い
っ
て
眉
間

に
渦
が
あ
っ
た
り
、
広
長
舌
と
い
っ
て
舌
が
蛇
の

よ
う
に
長
い
等
…
そ
れ
を
形
に
し
た
の
が
仏
像
で

す
。
た
だ
し
１
つ
だ
け
欠
け
て
い
る
ん
で
す
ね
。

何
だ
と
思
い
ま
す
？　

そ
れ
は
梵
音
声
と
言
い
ま

す
。
そ
う
声
で
す
。
お
経
と
い
う
の
は
、
お
釈
迦

様
の
説
か
れ
た
説
法
で
す
。
そ
し
て
そ
の
中
に
画

か
れ
て
い
る
世
界
を
顕
し
た
も
の
が
こ
の
ご
本
尊
。

そ
の
ご
本
尊
に
向
か
っ
て
皆
さ
ん
と
一
緒
に
法
華

経
を
唱
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
お
釈
迦
様
の
説
法

を
自
分
で
唱
え
て
、
自
分
で
聞
い
て
い
る
の
で
す
。

　

つ
ま
り
２
５
０
０
年
前
の
お
釈
迦
様
が
お
話
し

て
い
た
仏
ワ
ー
ル
ド
の
空
間
を
、
今
皆
さ
ん
と
こ

こ
に
再
現
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。
私
達
が
唱
え
て

い
る
こ
の
法
華
経
は
、「
無
上
甚
深
微
妙
の
法
…
」

と
言
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
お
経
は
、

「
百
千
萬
劫
」
と
い
う
長
い
期
間
を
も
っ

て
も
、
ナ
カ
ナ
カ
出
会
う
事
が
難
し
い
、

す
な
わ
ち
「
遇
い
奉
る
こ
と
難
し
」
デ
ス
。

し
か
し
「
我
今
見
聞
し
受
持
す
る
事
を
得
」

て
る
ん
で
す
ね
ぇ
〜
。
無
量
の
功
徳
が
こ

の
法
華
経
に
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

信
じ
る
人
も
、
ホ
ン
マ
か
い
な
？
と
疑

う
人
も
、
共
に
佛
道
を
成
じ
ま
し
ょ
う
。

　

ち
ょ
う
ど
私
は
、
春
か
ら
こ
の
夏
に
か
け
て
、
師
僧
が

残
し
た
も
の
の
整
理
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な

書
籍
や
書
類
、
手
紙
や
原
稿
の
下
書
き
等
が
あ
り
ま
し
た
。

お
寺
と
し
て
残
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
、
形
見
と
し

て
取
っ
て
お
く
も
の
、
処
分
し
て
捨
て
て
し
ま
っ
て
も

良
い
も
の
、
写
真
な
ど
は
、
パ
ッ
と
判
断
で
き
ず
に
迷

う
も
の
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
遺
産
は
、
あ
ま
り
残
さ
れ
な
い
方
が
良
い
と
思
う

の
で
す
。
子
供
の
為
に
と
思
っ
て
残
し
て
も
ト
ラ
ブ
ル
の

元
に
な
り
や
す
い
で
す
か
ら
、
そ
の
場
合
は
遺
言
書
を
書

く
等
そ
れ
な
り
の
準
備
が
必
要
で
す
。

遺
産
が
少
し
残
り
そ
う
だ
な
…
と
思
っ
た
ら
仏
さ
ま
に
お

供
え
す
る
か
、
寺
債
と
し
て
預
け
て
お
く
の
が
一
番
理
想

と
私
は
考
え
ま
す
よ
。（
笑
）

　

私
達
一
人
ひ
と
り
の
人
間
が
、
次
の
世
代
に
残
す
大
切

な
モ
ノ
は
、
そ
の
人
の
生
き
方
な
ん
で
す
。
師
僧
で
言
え

ば
、
平
和
に
対
す
る
情
熱
や
寺
報
の
よ
う
な
文
書
布
教
の

大
切
さ
と
い
っ
た
所
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
僧
侶
と
し
て
の

資
質
や
姿
勢
・
修
行
の
あ
り
方
と
い
う
点
で
も
他
の
お
坊

さ
ん
に
は
、
追
随
を
見
せ
な
い
リ
ン
と
し
た
も
の
を
師
僧

は
持
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
私
は
そ
の
影
響
を
過
分
に
頂

い
て
お
り
ま
す
。

　

人
間
は
皆
で
支
え
合
っ
て
生
き
て
い
ま
す
。
周
り
か
ら

の
影
響
や
刺
激
を
受
け
て
生
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
同
じ

分
だ
け
、
皆
さ
ん
一
人
一
人
も
周
り
に
影
響
を
与
え
続
け

て
生
き
て
い
ま
す
。
特
に
、
自
分
の
親
・
兄
弟
・
子
供
そ

し
て
夫
婦
な
ど
の
家
族
は
、
一
緒
に
居
る
時
間
が
長
い
分

そ
の
影
響
力
は
、
か
な
り
の
も
の
が
あ
り

ま
す
。
「
子
は
親
の
鏡
」
等
と
言
い
ま
す

が
、
飼
っ
て
い
る
ペ
ッ
ト
で
も
そ
の
家
の

家
族
に
似
て
き
た
り
す
る
も
の
で
す
。

　

中
野
孝
次
さ
ん
と
い
う
方
の
『
何
を
遺

せ
ま
す
か
？
』
と
い
う
本
に
は
、
「
イ
ロ
イ

ロ
と
人
が
死
後
に
遺
せ
そ
う
な
も
の
に
つ
い

て
検
討
し
て
み
た
が
、
結
局
も
っ
と
も
確
な

後
世
に
残
せ
る
物
は
、
そ
の
人
の
人
間
性
で

あ
る
」
と
締
め
く
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
相
続

で
財
産
を
残
し
て
も　

目
に
見
え
る
物
、
お

金
や
土
地
・
家
や
宝
石
な
ど　

い
ず
れ
も
消

滅
し
て
し
ま
う
物
で
す
。

　

皆
さ
ん
は
ご
両
親
や
ご
先
祖
さ
ん
か
ら
何

を
残
し
て
も
ら
い
ま
し
た
か
？
そ
し
て
自
分

は
何
を
残
そ
う
と
思
い
ま
す
か
？

　

仏
さ
ま
は
、
法
華
経
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

日
蓮
聖
人
は
、
お
題
目
を
残
さ
れ
た
の
で
す
。

香̶華・供̶養̶佛～初盆の方は特別施餓鬼です
納骨堂に奉納された白木位牌 それぞれの想いを込めて灑水します 頭に被っているエンビは師匠の遺品です せがき当日はサルスベリの花が咲きました

この枝豆、丹波産？ ちゃうちゃう冷凍モン 塔婆に書かれた功徳は風に乗って…

皆さんもお寺をチッとだけお手伝いして、この楽しい輪に入っていただけませんか？

仏様の世界に優しく包まれている至福の空間

おちゃめな吉井さん
師僧、宮本サンも初盆です

妻子・姉妹・親を残して若い彼は逝きました

ダンナ! おひとつドーゾ アツアツでっせ塔婆繰りも布施の行
まま一杯。いや～飛弾さんこそ、ままドウゾ。

今日の懇親会のアテはうまいな～
お寺の  お・も・て・な・し  オモテナシ。 巨人と小人?! そうや、このポジションや。

宝塔と塔婆の周囲を回る行道

ミニ法話に耳を傾ける皆さんも聞法の行

餓鬼に供養するだけでなく、シャバの子供達にも供養

南無妙法蓮華経… お釈迦様の声を再現するのは皆さんです お寺の中央の塔婆を書き換えました

笑神様が
降りてきてるヮ～
ワハハハ……

沢山のお参りに
じぇじぇじぇ～

ベッピンさん
から もろた氷は
うまいナ～

何か今回
飲んでる写真が
多いなぁ～

と
言
う
こ
と
で
は
な
い
の
か
？

　

亡
き
師
匠
か
ら
、
平
和
教
育
だ
け

は
、
た
た
き
込
ま
れ
た
。
私
は
有
り

難
い
こ
と
だ
と
、
心
の
底
か
ら
思
っ

て
い
る
。
そ
れ
は
、
祖
師
の
願
い
と

確
信
す
る
か
ら
だ
。

　

そ
れ
な
の
に
我
が
宗
務
院
で
行
わ

れ
た
七
月
二
日
の
憲
法
学
習
会
の
参

加
状
況
も
「
な
ん
じ
ゃ
こ
り
ゃ
〜
」

と
い
う
松
田
優
作
的
な
結
果
。

　

さ
て
私
の
こ
の
文
章
に
、
い
く
つ

「
拍
手
」
が
入
る
か
楽
し
み
で
あ
ー

る
。
と
、
ブ
ロ
グ
に
書
い

た
ら
過
去
最
高
の
11
拍
手
。

子
供
達
に
は
キ
チ
ン
と
線
香
を
手
向

け
、
合
掌
を
さ
せ
て
お
参
り
さ
せ
る

教
育
的
指
導
。
唱
え
さ
せ
る
ま
で
に

は
至
り
ま
せ
ん
が
、
子
供
の
身
体
に

は
お
題
目
が
染
み
こ
ん
だ
は
ず
で
す
。

一
瞬
だ
け
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
子

供
の
頃
の
こ
う
い
っ
た
経
験
は
、
貴

重
だ
と
思
い
ま
す
。

　

切
り
火
を
怖
が
り
な
が
ら
も
珍
し

そ
う
に
、
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

皆んな賢く
なるなっしー！

お題目に誘われて人々が集まる結縁運動の見本 色んな意味で一番人気のお地蔵さんデス。 今年は師僧の分まで太鼓を打ちました。8月5日ヒロシマ於

一挙両得・一石二鳥
あぁ!!  住職の手の先にあるのは…アウト！

仕事を抜け出してもお参りへ

火災報知器の電源は一時オフにします。火の用心。

自らアツーイお灸を据えられた方々

早くウナギを
食べたいナ～

炭火で焼いた

ヤツは違うなぁ～

第25回 蓮の実道場
7/24～26 於：立正寺  兵庫日青会

お経
あり

焼板
あり

写経
あり

プー
ルあ
り

収　　　入（円） 支　　　出（円）

建設志納金会計6～10月寺債金会計6～10月
2013年6月1日～10月31日 2013年6月1日～10月31日

志　納　金
　志納金寄付
　本会計より
信行志納金

永代納骨塔冥加金
自家壇冥加金
受取利息
銀行融資

収入小計
6月から繰越金

合　　計

寿量Ｃ
題目Ｃ

2,783,845　
（2,283,845）
（500,000）
19,000　
2,000　
0　

1,666　
10,000,000　

12,806,511　
17,722,185　
30,528,696　

借入金返済
振込手数料
支払利息
顕彰位牌（３基）
設計士中間支払
登記簿謄本料
融資証明手数料
収入印紙（融資領収書用）
銀行融資手続印紙
融資契約手数料
日蓮宗承認料

支出小計
11月への繰越金

合　　計

0 
1,560 
48,896 
75,430 

2,000,000 
2,100 
1,050 
1,000 
64,200 

1,103,219 
5,000 

3,302,455 
27,226,241 
30,528,696 

ご
宝
前
御
供
え

６
月

兵
庫
東
部
修
法
師
会

　
　
　
　
　
　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

７
月

兵
庫
東
部
布
教
師
会

　
　
　
　
　
　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

い
き
い
き
マ
ジ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

日
本
山
妙
法
寺　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

大
松　

純
子　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

三
木　

紀
枝　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

三
木　

弘
貴　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

公
営
社　
　
　
　

三
〇
、
〇
〇
〇
円

８
月

杉
山　

雅
威　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

森　
　

雪
子　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

片
山
ハ
ル
エ　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

９
月

福
山　

賢
修　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

片
山
ハ
ル
エ　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

藤
本
登
美
子　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

秋
山　
　

栄　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

10
月

兵
庫
東
部
布
教
師
会

　
　
　
　
　
　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

木
内　

桓
道　
　

二
〇
、
〇
〇
〇
円

収　　　入（円）
志納金より
寺債金
受取利息

収入小計
6月から繰越金

合　　計

0
2,800,000
2,420

2,802,420
22,700,778
25,503,198

支　　　出（円）
志納金へ
返還金

支出小計
11月への繰越金

合　　計

0
600,000
600,000

24,903,198
25,503,198

満
座
供
養
者
名

お
せ
が
き
（
八
月
）

枝
澤　
　

實　

・　

田
和　

章
子

寺
内　

京
子　

・　

松
枝　

孝
一

新
間　

智
孝

お
せ
が
き
（
九
月
）

青
木　

久
子　

・　

秋
山　
　

榮

臼
井　

艶
子　

・　

後
藤　

秀
幸

谷
口　
　

清　

・　

道
向　

弘
子

　
　
　
　
　
　
　
　

小
嶋　

久
代

信
行
志
納
金

二
〇
一
三
年
度
（
六
〜
十
月
）

青
木　

久
子　
　
　

一
、
〇
〇
〇
円

新
間　

智
照　
　

一
九
、
〇
〇
〇
円

田
邊　

良
三　
　
　

一
、
〇
〇
〇
円

合
計　
　
　
　
　

二
一
、
〇
〇
〇
円

題
目
カ
ー
ド　
　

 　
一
、
三
九
八
枚

寿
量
品
カ
ー
ド　
　

一
、
二
八
二
枚

陀
羅
尼
カ
ー
ド　
　
　
　

一
七
八
枚

建
設
志
納
者

二
〇
一
三
年
度
（
六
〜
十
月
）

枝
澤　
　

實　
　

五
〇
、
〇
〇
〇
円

遠
藤　

順
丈　

一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

大
川　

浩
一　

三
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

大
野
篤
一
郎　
　

五
〇
、
〇
〇
〇
円

小
脇　

英
生　

一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

佐
藤　

佳
子　
　

二
五
、
〇
〇
〇
円

新
間　

智
孝　

一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

助
川　

恭
子　
　

一
五
、
〇
〇
〇
円

砂
子　

敏
子　

一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

高
瀬　

守
雄　

三
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

田
中
芙
美
子　
　

五
〇
、
〇
〇
〇
円

田
中　

良
枝　

三
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

田
邊　

良
三　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

長
岡　

恭
弘　

二
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

中
河
加
代
子　

三
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

中
山　

菊
江　
　
　

五
、
〇
〇
〇
円

馬
場　

壯
夫　
　
　

三
、
〇
〇
〇
円

藤
本
マ
サ
コ　

一
三
五
、
八
四
五
円

諸
井　

美
恵　

一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

安
福　

敏
治　
　

四
〇
、
〇
〇
〇
円

本
会
計
よ
り　

五
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

合
計　
　

二
、
七
八
三
、
八
四
五
円

寺債申込者数及び金額
 …………………  199名 103,200,000円　
満期返還及び志納金への振替等
 …………………   92名　43,400,000円　
寺債金残高……  107名　59,800,000円

現金  ………………………… 0円
普通預金  ………… 27,226,241円
郵便振込金  ………………… 0円
合計 …………………27,226,241円

翌月繰越金内訳

皆
さ
ん
も
来
て
ネ
。

小
３
〜
中
３
ま
で

だ
け
ど
…
。

（
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寺を飾るのも片付けるのも大変です。

日
蓮
聖
人
ご
入
滅
七
三
二
遠
忌

お
会
式
十
一
月
二
十
二
日（
金
）

二
十
三
日（
祝
）

LOTUS  ROOT（１）Vol .８ 平成25年12月１日

編
集
後
記

初
夏
か
ら
秋
に
は
か
け
て
は
、

好
不
調
の
差
が
激
し
い
。
坊
主

か
大
物
か
。
子
供
の
釣
果
も
含

め
て
だ
が
、
タ
コ
1
・
5
㌔
、

ヒ
ラ
メ
60
㎝
２
枚
、
マ
ダ
イ
58

㎝
、
マ
ゴ
チ
50
㎝
、
タ
チ
ウ
オ

1
1
0
㎝
…
メ
ジ
ロ
に
至
っ
て

は
６
本
上
が
っ
た
。
「
天
然
」

「
と
れ
た
て
」
「
産
地
直
送
」

「
ピ
チ
ピ
チ
」
何
を
言
っ
て
も

偽
装
は
絶
対
あ
り
得
な
い
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　

【
智
孝
】

　

◇　
　

◇　
　

◇

　
お
寺
は
電
話
回
線
が
２
本
は
い

っ
て
い
ま
す
。
最
近
、
１
本
の

電
話
応
対
中
に
も
う
１
本
が
鳴

る
事
が
あ
り
ま
す
。

呼
び
出
し
音
を
鳴
ら
し
て
も
ナ

カ
ナ
カ
出
な
い
時
は
、
５
〜
10

分
後
に
か
け
直
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。 

電
話
応
対
中
か
ト
イ
レ
に
行
っ

て
ま
す
の
で
。
（
笑
）

　
　
　
　
　
　
　
　

【
陽
子
】

　

◇　
　

◇　
　

◇

　
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
数
日
、

あ
っ
と
い
う
間
の
一
年
で
し
た
。

今
年
の
目
標
は
「
痩
せ
て
や

る
」
で
し
た
が
残
念
で
す
、
太

り
ま
し
た
（
笑
）
こ
の
目
標
は

来
年
に
持
ち
越
し
ま
す
。
た
だ

近
年
同
じ
目
標
を
繰
り
返
し
て

い
る
気
が
…
（
汗
）

　
　

【
清
水
】

　

◇　
　

◇　
　

◇

　
早
い
も
の
で
テ
ナ
ン
ト
と
し
て

丸
２
年
。
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

以
前
の
事
務
所
は
３
階
で
階
段

し
か
な
く
、
入
り
口
が
バ
ス
停

の
前
だ
っ
た
の
で
非
常
に
不
便

で
し
た
。 

現
在
は
事
務
所
前
で
の
荷
物
の

入
搬
出
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ
た

事
や
営
業
車
も
隣
に
駐
車
出
来

る
好
条
件
。

室
内
の
高
い
天
井
の
雰
囲
気
も

全
員
が
お
気
に
入
り
。

あ
と
は
家
賃
の
値
上
げ
が
な
い

よ
う
に
、
チ
コ
ウ
ミ
ク
ス
の
安

泰
の
み
を
願
う
。

皆
様
、
来
年
も
よ
ろ
し
く
。

　
　
　
　
　
　
　

【
徳
リ
ン
】

　さぁ、つながって行こう！  みんなで花を育てよう！！平成25年12月１日 Vol .８（４）
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★
信
行
会 　

　　
　

●
1
月
13
日（
祝
）

　
　

10
時　

最
終
講
義　

特
別
講
師
・
小
原
蒼
渓
師
の
法
話

　
　

正
午
か
ら
修
了
式　

　
　
　
　
　
　
　

※
こ
の
日
は
、唱
題
の
つ
ど
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
★
護
持
会
奉
仕
日

　　
　

※
時
間
は
、い
ず
れ
も
9
時
半
〜
１４
時
頃
ま
で

　
　

 

出
欠
の
返
事
は
不
要
で
す
が
、昼
食
を
用
意
い
た
し
ま
す
の
で
、

　
　

 

当
日
10
時
を
過
ぎ
て
か
ら
の
ご
参
加
の
場
合
は
、前
も
っ
て

　
　

 

ご
一
報
下
さ
い
。 

　
　

●
12
月
14
日（
土
）　

●
1
月
23
日（
木
）　

　
　

●
2
月
13
日（
木
）　

●
3
月
13
日（
木
）

　
　

各
所
清
掃
活
動
・
改
修
打
合
わ
せ
他　

　
　
★
唱
題
の
つ
ど
い 

　　
　

※
時
間
は
い
ず
れ
も
9
時
半
〜
30
分
程
度
の
お
経
と
茶
話
会

　
　

釈
尊
成
道
会　
　

12
月
8
日（
日
）

　
　

宗
祖
開
祖
聖
日　

12
月
13
日（
金
）

　
　

宗
祖
開
祖
聖
日　

2
月
１3
日（
木
）

　
　

釈
尊
涅
槃
会　
　

2
月
１5
日（
土
）

　
　

宗
祖
降
誕
会　
　

2
月
１６
日（
日
）

　
　
★
運
営
会
議　
総
代
・
護
持
会
役
員
は
ご
出
席
下
さ
い
。

　　
　

※
時
間
は
い
ず
れ
も
14
時
〜
で
す
が
、
12
月
は
15
時
デ
ス
。

　
　

●
12
月
14
日（
土
）　

●
1
月
13
日（
祝
）　

　
　

●
2
月
8
日（
土
）　

●
3
月
2
日（
日
）

　
　
★
忘
年
会

　　
　

●
12
月
14
日（
土
）　

17
時
半
〜

　
　
　

場
所　

八
喜
為
さ
ん　

会
費
３
０
０
０
円（
飲
み
放
題
）

　
　
　

※
お
寺
の
近
く
新
開
地
の
居
酒
屋
さ
ん
デ
ス
。檀
家
さ
ん
が

　
　
　

経
営
し
て
い
る
明
る
く
楽
し
い
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
お
店
で
す
。

　
　
　

檀
家
さ
ん
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
　
　

締
め
切
り
は
１０
日
ま
で
。大
至
急
お
寺
ま
で
お
申
込
み
下
さ
い
。

　
★
寒
行
の
日
程

　
　

●
１
月
15
日（
水
） 

元
町
・
相
生
町
方
面

　
　

●
１
月
16
日（
木
） 

兵
庫
・
大
開
駅
方
面

　
　

●
１
月
１8
日（
土
） 

菊
水
・
荒
田
町
方
面

　
　

●
１
月
１9
日（
日
） 

春
日
野
・
三
宮
方
面

　
　

●
１
月
22
日（
水
） 

長
田
・
上
沢
通
方
面

　
　

●
１
月
24
日（
金
） 

西
代
・
吉
田
町
方
面

　
　

●
１
月
25
日（
土
） 

西
灘
・
六
甲
道
方
面

　
　

●
１
月
26
日（
日
） 

須
磨
寺
・
板
宿
方
面

　
　

●
１
月
28
日（
火
） 

垂
水
・
舞
子
台
方
面

　
　

●
１
月
29
日（
水
） 

芦
屋
市
・
深
江
方
面

予
告
記
事

参加者募
集

第三期工事  施工業者 　　株式会社アクトに決定！ 兵
庫
県
東
部
修
法
師
会
協
力

開
創
一三
〇
周
年
報
恩
事
業

鍬入れの儀  設計士舟橋画氏 建設予定地全面に張った界縄

伐採し奉る樫の木抜魂

御神酒をおしげもなく注いで土地を清めます

デリケートな私
今年は、銀行から大きな融資を寺の代表役員として受ける。
その責任として、私に万が一の事があっても良いように生
命保険に加入した。

また銀行契約を交わす前に、ここ10年元気で過ごせるか？の自己判断
材料として初めて人間ドックを受けた。健康チェックは平成18年の荒
行前に受けた健康診断以来で、ドックとはどう違うのかも興味があった。
元町駅前ビルのワンフロアーなのだが、ホテルの
ように綺麗。そして手際がよい。感心することし
きり。全ての検査項目があまり退屈しないで、あ
っという間の２時間で全て終了した。
唯一遅れたのは、採血で私が貧血を起こし倒れた
5分間だけなのであーる。

れんこ
ん

日　記

2013年6月29日（土）

臨終の事を習うて、後に他事を習うべし

昨夜は、草野球が雨で中止になったので本を読んでい
た。お医者さんが死や病院について書いたモノ。人間

ドックや健康診断は、還暦をすぎたら不要。高齢で痛みが無ければ
ガンは治療しない方が良い。孤独死は最高…自然に死を迎えるのが
一番苦しまない。延命治療や胃瘻を完全に否定するお話であった。
この一年間に師匠を含めて、身近な人が多く亡くなり、また見舞い
の為に大学病院やホスピス病棟にも訪れた。
人の死に様に立ち会い、そしてその人の生き
様を振り返った時、法華経の教えが光る事を
あらためて認識した。私自身も今年、久しぶ
りに人間ドックを受けたばかりなので「ウー
ム」と考えさせられる内容だった。

れんこ
ん

日　記
2013年10月25日（金）

　

本
年
４
月
８
日
に
先
代
住
職

妙
解
院
日
明
上
人（
新
間
智
照
）が
遷
化
致
し
ま
し
た

　

師
僧
は
常
々
喪
中
ハ
ガ
キ
と
い
う
の
は
「
喪
中
の
人
が
年
賀

状
を
出
せ
な
い
挨
拶
で
あ
っ
て　

こ
ち
ら
は
出
し
て
も
良
い
の

だ
」
と
言
っ
て
お
り
ま
し
た

　

当
山
は
先
代
の
意
図
を
く
ん
で
お
寺
と
し
て　

ま
た
私
個
人

と
し
て
も
平
成
二
十
六
年
の
年
賀
状
は
控
え
さ
せ
て
頂
く
事
に

し
ま
し
た　

　

し
か
し
な
が
ら
皆
様
方
か
ら
の
賀
状
や
年
頭
の
ご
挨
拶
は　

謹
ん
で
お
受
け
さ
せ
て
頂
き
ま
す

　

ま
た
新
年
祝
祷
会
も
下
記
の
と
お
り
行
い
ま
す
の
で　

遠
慮

な
く
ご
家
族
揃
っ
て
お
寺
の
ご
本
尊
へ
初
詣
に
お
参
り
下
さ
い

コレが…

結構
ウデ
が

疲れ
るん
だナ
ー

新
年
祝
祷
会

平
成
二
十
六
年

　
　
　
　
　
元
旦

喪
中
に
つ
き
年
始
の
ご
挨
拶
を

　
　

  
失
礼
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

一
月
一
日
は
年
中
安
泰
の

法
楽
加
持
（
御
祈
祷
）も

行
わ
れ
ま
す
の
で
、

ご
家
族
揃
っ
て
お
詣
り
下
さ
い
。

　

そ
し
て
第
３
期
工
事
は
、縁
あ
っ
て

ア
ク
ト
建
設
に
決
定
。
そ
の
時
点
で

地
鎮
祭
ま
で
あ
と
１
週
間
だ
っ
た
。

雨
降
っ
て
地
固
ま
る

　

地
鎮
祭
は
、
雨
で
も
強
行
す
る
事

は
決
め
て
い
た
。
案
の
定
、
予
報
は

崩
れ
る
模
様
。
テ
ン
ト
を
増
や
し
て

土
間
を
は
つ
る
の
は
最
小
限
に
と
ど

め
、
足
元
を
泥
沼
に
な
ら
な
い
よ
う

配
慮
し
た
。
ご
本
尊
や
祭
壇
も
テ
ン

ト
内
に
お
祀
り
し
、
天
符
も
中
に
張

っ
た
。
界
縄
の
幣
束
は
、
雨
の
止
み

間
に
急
い
で
吊
し
、
と
り
あ
え
ず
写

真
に
納
め
た
。
始
ま
る
頃
は
降
っ
て

い
た
雨
も
、
修
法
師
に
よ
る
力
強
い

読
経
が
始
ま
る
と
、
ピ
タ
リ
と
止
ん

で
四
方
清
め
も
傘
無
し
で
営
む
事
が

出
来
て
ヤ
レ
ヤ
レ
で
あ
る
。

　

私
の
計
画
で
は
、
夏
前
か
ら
工
事

に
か
か
る
予
定
だ
っ
た
が
、
諸
事
情

で
着
工
は
遅
れ
に
遅
れ
て
い
る
。

 Hurry
 up！！

落
慶
法
要
は
延
期
し
ま
す

　

前
号
の
寺
報
で
は
、
来
年
春
に
竣

工
落
慶
予
定
と
記
し
ま
し
た
が
、
残

念
な
が
ら
延
期
と
な
り
ま
す
。

　

落
慶
法
要
は
、
来
年
の
お
会
式
頃

を
メ
ド
と
し
て
全
て
予
定
を
組
み
直

し
ま
す
。
そ
れ
だ
け
皆
様
に
ご
寄
付

頂
け
る
期
間
が
延
び
た
と
、
前
向
き

に
捉
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

志
納
金
ま
だ
ま
だ
募
集
中
…

寄
付
と
い
う
ト
ク
を
積
む
と
、
仏
さ
ま

か
ら
の
功
徳
は
倍
返
し
デ
ス
。

　

何
卒
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

晴れ男の川原修法師会長のご指導により桜の苗木を埋めました

この冬は工事の為、仕方なく水行をお休み致します。

空閑護持会長の乾杯の儀、皆さん、飲む御神酒は吟醸デス（偽装表示なし）

今回厠の守護神、烏頭沙摩明王（ウスサマミョウオウ）の修法もしていただきました

沙門ソレガシ、奉持非力なるが故に、ここに兵庫東部修法師会の法力をかりて地鎮祝祷の典を修す

モ
ヤ
っ
と
か
ら
ス
ッ
キ
リ
へ

 

苦
し
い
選
択
だ
っ
た
。
11
月

4
日
の
運
営
会
議
で
工
事
業

者
を
よ
う
や
く
決
定
し
た
。

私
達
の
人
生
と
い
う
の
は
、
す

べ
て
選
択
の
連
続
で
あ
る
。
学

校
・
就
職
・
結
婚
…
今
日
の
夕

食
に
至
る
ま
で
。
将
来
に
後
悔

し
な
い
選
択
と
は
、
ど
う
す
る
べ

き
か
。
銀
行
の
時
も
そ
う
だ
っ
た

が
、
大
き
な
仕
事
に
な
れ
ば
な
る
ほ

ど
、
決
断
は
悩
む
。
し
か
し
競
争
相

手
が
い
な
い
と
、
や
は
り
ぬ
る
ま
湯

に
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
。
勝
負
さ
せ

て
い
る
時
は
良
い
の
だ
が
、
結
果
を

負
け
た
側
に
伝
え
る
こ
と
は
心
痛

む
。
自
分
が
か
な
り
悩
ん
だ
こ
と
。

そ
し
て
な
ぜ
負
け
た
の
か
。
私
は
第

１
期
２
期
と
工
事
を
請
け
負
っ
て
い

た
だ
い
た
そ
の
業
者
に
、
ダ
メ
出
し

を
自
分
の
言
葉
で
伝
え
た
。
私
が
感

じ
た
事
を
全
て
正
直
に
答
え
た
。

キ
ラ
リ
！

　
　
真
剣
ッ
！

必
殺
仕
事
人
？

智
孝
さ
ん
？ 

ホ
ン
マ
に

仕
方
な
く
〜
〜
ぅ
？

柳嶋秋の法縁講　於 岡山最上稲荷 妙教寺  （９月４日）

そう、時には住職も流血します

宗祖日蓮大聖人　小松原御法難750年　伝道センター団参　於 鏡忍寺  （10月19日）

御本尊は臨滅度時の大曼荼羅

出仕頂いた修法師は再行以上の精鋭ばかり

舟

橋
設計

士・りそな銀行 山地部長・アクト 橋詰社長 他　来賓の皆様

お寺の鮒っしー　提供：堀江さん

そ
の
場
で
当
た
る

お
年
玉
も
あ
る
よ
！

（
数
量
限
定
）

◎
午
前
五
時
半　

開
門

◎
午
前
六
時　
　

朝
勤

◎
午
前
七
時　
　

初
日
の
出

◎
午
前
十
一
時　

法
楽
加
持

◎
正
午　
　
　
　

法
楽
加
持

◎
午
後
一
時　
　

法
楽
加
持

◎
午
後
三
時　
　

法
楽
加
持

◎
午
後
三
時
半　

夕
勤

　

お
会
式
の
御
逮
夜
唱
題

行
は
、
写
真
の
よ
う
に
た

く
さ
ん
燈
明
を
飾
っ
て
祖

師
を
偲
び
ま
す
。
参
加
人
数
は
少
な

く
て
残
念
で
し
た
が
、提
灯
の
施
主
の

お
名
前
を
見
て
い
る
と
、
も
う
半
分

く
ら
い
の
方
が
亡
く
な
ら
れ
て
い
ま

す
。
少
な
く
て
も
こ
の
霊
位
の
方
々

に
は
お
参
り
頂
い
て
い
る
と
感
じ
な

が
ら
お
題
目
を
唱
え
た
の
で
し
た
。

　

特
別
法
話
は
「
隆
将
が
語
る
会
」

で
し
た
。
立
正
大
学
４
年
間
の
寮
生

活
の
実
態
を
余
す
と
こ
ろ
無
く
暴
露

し
、
聴
衆
の
心
を
惹
き
付
け
ま
し
た
。

人
は
自
分
の
言
葉
に
は
無
頓

着
、
他
人
を
知
ら
ず
に
傷
つ

け
る
、
で
も
人
に
言
わ
れ
た
こ

と
は
良
く
憶
え
て
い
る
…
。

自
分
が
発
し
た
言
葉
に
相
手

が
ど
う
反
応
す
る
か
見
極
め

な
が
ら
話
す
こ
と
が
大
切
。

け
げ
ん
な
顔
を
さ
れ
た
ら
素

早
く
謝
罪
し
相
手
の
心
の
波

を
押
さ
え
る
。
お
題
目
で
心
を
常
に

浄
化
す
る
、
と
い
う
お
話
が
印
象
的

で
し
た
。
ま
た
給
仕
第
一
と
い
う
事

も
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
さ
て
誰
に
給

仕
す
る
の
で
し
ょ
う
？
来
ら
れ
な
か

っ
た
皆
さ
ん
は
清
水
上
人
に
答
え
を

お
求
め
下
さ
い
。
正
解
の
方
は
日
蓮

検
定
へ
と
お
進
み
下
さ
い
。

　

上
人
は
ウ
チ
の
寺
へ
の
給
仕
を
ヨ

ロ
シ
ク
。
（
住
職
）

「幸いは
心より出

でて

　　　　
　　　我

を飾る」

１つひとつの燈明が祖師を偲びます 布教するから私達は教師なのです

一心に法華経を読誦します お題目を１時間もお唱えするのは年に一度だけ

幸いは心より出でてきます

人の喜びは皆んなの喜び、皆さんもお寺へ

夜のとばりが静かに下ります

も
し
か
し
て
だ
け
ど
〜

も
し
か
し
て
だ
け
ど
〜
♪

ナ
カ
ナ
カ
お
説
教

や
る
ん
じ
ゃ
〜
な
い
の
お
ぉ
〜
♪

誰
か
綿
帽
子
を

　
　
　
　
下
さ
い
！

お祖師さまの言葉を赤い紐を伝って清水教師が代弁します


